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6月に続いて新潟青陵幼稚園のこと、ちょっとご紹介いたしま~す!
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~梅ジュJスを作bました~ 島守�  tえ

昨年と同じよ うに今年も梅ジュースを子どもたちの前で作りました。

今年は氷砂糖だけでなく、黒糖も入れて黒糖梅ジュースにしました。手順を
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zよく覚えていた子ども達。今年は梅の〈タを取りや砂糖を入れるところを手


伝ってもらいました。少しずつ氷砂糖が溶け、飲み頃まであともう少し・.. 


待ち遠しく毎日 ビンを眺めている子ども達です。


~ニラせんぺいを食べました~� 

j 保育室でニラせんぺいを作って、出来立ておやつを楽しみました。部屋で

! 初めて作っている様子を見ていた子ども達。玩具のフライパンを片手に、私� 

; の動きを真似ている子どもたちも居て可愛らしかったです。水で溶いた小麦� 

{ 粉口センチくらいに切ったニラ と、細かく切った味噌漬けを混ぜて、薄く� 替や
i 

純一疲れたので少し休みたしと�  jさなお客様が二人職員室にきてくれ� 

~f.
フライパンで焼いたものです。もちもちとしたチヂミ協なおやつで好評でし� i がら・・・ました。疲れがでてくる時期ですし、おまけに週末の金曜日でしたから無理もないこと

L 	 た。どうぞお家でもお子さんと作ってみてくださいね(^ )̂ Jー� 

です。二人にお茶をだして、そして本を読みました。� (¥キ@告に〉
--r問問品目開問問甲山町内吋骨崎山嶋崎曲師時四間鴨 明間柏崎 柑酬明町柑山崎町開明暗閉山配叫-←�  ___ _ 0._ __ . " 山由一_. .... ，，~._...，... .'n 岳会引明暗附柑F 

i 演じやすいように遊戯室のカラーボックスを準備!積み木でおままごとの揚所ち作っておくと� 
しばらく� 3人で、ゆったりとした時間を過ごしていると・・・給食の時聞になったので、

!早速始まりまし正。チケットを入れる揚所を書いだ看板を貼って、より本物らしく準備を整� iパ白(正正ら伺::ユ� 
i えています。 お害さんが来潟るとe:r Mれて沢<だ胎さ一しい川¥J指し示しい、手際よく進齢め� ιLI: dず� 庁
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二人とも自分のクラスに戻っていきました。たくさんたくさん人がし、る場所は疲れやす

いものです。時に、ほんの少し休息をとることち必要になります。ていましだ。赤ばらさんもお客さんに来てくれました	 !ぐ ωω~ν/σ♂、〈伊刊円同吋彬￠δでq 

職員室でふ~っとひと息ついて また集団の中へ戻ってしえ“けなげな子どもたちの演齢向……じ崎ゆ叫る初机…の侃に; 

き諒ましほ疋。 し叫i	 は町立訂「こ∞わーい」 というEぱまおら以く見町ていほたあお碍、宮害さ払ん疋防悶ち引l

帰ってしまいましrc....
0 	 ---'-' ~ -.  

お客さんだちを楽しませるというより、まだまだ自分たちだけで楽しむ姿の� 4納品

i ですから、「あれ?帰っちゃった?Jとい感じでした。『怖かっ疋み疋いだよ』と知らせ
iると初めてわかっ疋様子でした '一一一」巳  

; 	 切マリン仇ショーにして赤町んに怖くないものを吋識し吋様�  
子です。� 

j その日によってチケット作りをひ正すらする子がいだり、あ民んがきはーと知らせ� 

i る子がい疋り、お客さんになる子がいだり・・・。また、じっくりとその遊びの様子を� 

? 男ていて、お家で再現してます!と お母さんも教えてくださいましだ。子ど� 

t ちたち自らが創る遊びだからこそ、いろいろな姿で楽しむことが、限りなくできるんで� 

iすよね。� 
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ラしろ姿"に、心の中で ガンバ レ~~・・・ 0

子どもたちが、職員室に入ってこられるようになるということは、子どもの世界が広が

って、ずいぶん慣れてきた註拠なのです。子どもの自然な姿からは、心の状態がよくわ

かります。自分で・・自分から・・という子どもの内面の働きによるものなのです。

この内面の働きができるように・・と願って私たち保育者は、大人の威圧的な態度で、

子どもを動かすことをできるだけ避けているのです。子どもの心がよく表れると、一人

ひとりに何をしてあけナたらいいのかが分かります。大人が自分の思いで、子どもを言う

とおりにさせていると、この内面の働きがとどまってしまいます。子どもの本当の思い

に気づくことができなくなります。子どもの気持ちと大人の気持ちとがずれてきてしま� E

いますね。子どもの思いを感じながら、正しい方向へ導くことが子どもたちの内面を育.'

山 臨時世叫同ム てることなのだと思っています。，
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む司自Z哀福言明駅宥袖扇町一両日日曜胃師耳臨時苦暗日高田

不〉!?Riwl決i-	ほめるとし、うことに行ってきました。¥お散歩白ばら さんとよもぎ摘み、守 、み.J1tFあ称� 
J;vノ仁<JV'-'IL~VL、 その日の午後、茄でている時のいい香り、お湯に入れた時のきれいな緑、i	

ほめられていると、もっとほめられなければ気がすまなくなり、さらにほめられることを求めるようになり
?否否臥Zとρ

〔宵吟H.?，blf〓茄で汁の色、なども子ども達に体験して欲しいな~と思い、子どもたちと� ; 
lτ;顎之友万ます。ほめる人がいないところではやらなくなります(つまり、ほめられるからやるという行動)本当の意味	;協力してよも ぎを選別して、目 の前で茄でました。お湯の中によもぎを入吃'~J主干 -' 執ぜじ4しL乞� 

れるとサーっときれいな緑に変わり、だんだんといい香りが・・・「いいに� 1 での意欲は少しも育ちませんね。やがて一人で生きてし、かなければなりませんのに、人におだてられな
f たって、d百

おいがしてきたよ」と言うと「ホントだいいにおいJ r いと生きられなし、ょうでは自立できませんね。	 本惨め~ゆ'
おいしそう」と� 

言うことで。茄でたてのよも ぎを少しずつ味見してみました。私もそのま� 
ほめる言葉より、出来たことを一緒に喜ぶ言葉(うれしいね~、できたね~等)のほうが子どもはもっと嬬 {iJ咋し~f~t，.
ま食べるのは初めてだったのですが、よもぎのいい香り がしましたよ。何� i 


にでも興味を示しやってみたいとい う子ども達の好奇心。出来ること であ� j 
しいはずです。
 

ればやらせてあげたいなと思いました。� l'
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